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(論文〉

米国禁酒法とメキシコ

―一プロテスタント禁酒運動の展開から (1909-1933年 )一―

大 久 保 教 宏

はじめに一―メキシコの禁酒をめぐる「固有の文脈」

1920年 1月 17日 、米国憲法修正第18条、いわゆる全国禁酒法が発効した。

「崇高なる実験」(Noble Experiment)と 呼ばれ、米国の近代主義的革新

主義の象徴的具現化とも言えるこの法は、1933年 には撤廃となるものの、

飲用酒の製造・販売・輸出入を一切禁止するという徹底した内容、および

それを修正条項として憲法に盛り込み全国に適用したという決意の固さ、

規模の大きさにより、世界中を、とりわけ近隣諸国を驚嘆させた。だが、

米国禁酒法がラテンアメリカ諸国にいかなる影響を与えたかについては、

これまでほとんど明らかにされていない。

しかし、米国禁酒法に呼応するようにラテンアメリカ諸国でも禁酒法制

定の動きが見られ、米国と同様に禁酒の意義を社会に認識させようとする

禁酒運動が活性化した。それは一見、米国の動きへの受動的追随のように

も見えるのだが、ラテンアメリカにおいても自発的に禁酒法、禁酒運動が

推進されたことを示す「固有の文脈」が認められる。

特に米国と長い国境を接するメキシコが米国禁酒法から受ける物理的・

心理的影響は、他国にも増して大きかったはずである。そのことは、結局

実現はしなかったものの、メキシコのアドルフォ・デ・ラ・ウエルタ政権

(1920年 )、 続くアルバロ。オブレゴン政権 (1920-24年 )が米国禁酒法
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の発効に合わせて、米国との国境から100キ ロメートル以内の地帯を完全

禁酒とする法の制定を目指したことに如実に現れているD。 しかし、米国

禁酒法の時代はメキシコ革命期とほぼ重なっておりの、メキシコにおいて

禁酒が積極的に推進されたことも、単に米国禁酒法への追随や受動的対応

と見るだけではなく、革命という文脈において捉える必要がある。メキシ

ヨの禁酒法は酒の製造・販売を司る勢力への対抗策、あるいは民衆統制策

として革命家たちが採用した経済的・政治的戦略でもあった。

また、彼らにとつて禁酒にはもう一つの効用があった。禁酒を唱えるこ

とで米国と同等の近代性、道徳性、科学性を身に帯びることができたので

ある。米国の道徳や科学を持ち出すことにより、民衆や酒業者の統制を

狙った禁酒法に「近代性」の意匠をこらすことが可能であった。革命の正

当性を内外に知らしめるためにも、禁酒が帯同する「米国の近代性」は革

命家にとって利用価値が高かった。

とはいえ、米国と比較すればメキシコでの禁酒をめぐる動きは大きな展

開を見せなかっただけに、豊富に史料が残されているとは言い難いが、メ

キシコ各地に散在していた様々な性格の禁酒組織を統括する全国禁酒連盟

(Asociaci6n Antialcoh6hca Nacional)の 結成を先導するなど、革命期メキ

シコにおいて最も体系的に禁酒運動を展開したプロテスタンテイズムが比

較的多くの史料を残しており、メキシコ禁酒史研究の有力な手掛かりにな

ると思われる。米国においても法制定に先行する禁酒運動の展開において、

プロテスタンティズムが果たした役割は非常に大きかったの。20世紀初頭

の米国プロテスタンティズムでは社会問題の解決に教会も積極的に関与す

べきとする「社会的福音」(Social Gospel)の 影響力が強まっており、社

会悪の根源と目される酒の制限は米国プロテスタンテイズムの主要な関心

事の一つとなっていた。メキシコのプロテスタンテイズムが禁酒運動を積

極的に推進したのは、社会的福音の影響によるものと考えられる。

だが、メキシコのプロテスタンテイズムが禁酒運動を活発に展開したの

は、米国のプロテスタンティズムがそうであったからだけではない。有力
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革命家とプロテスタンティズムとが親密な関係を築きつつあったことも重

要な文脈である。革命政府は米国の「近代的」科学や学問。文化をメキシ

コに導入するためにプロテスタンテイズムと協力関係にあった。革命期ま

でにプロテスタンティズムが獲得した信者数はメキシコ全人口の1パーセ

ントにも満たなかった力滋)、 教師、法律家、医師、技師といつた知的職業

層に信者が多かったことや、信者たちが米国の社会・文化事情に精通して

いたこと、革命が敵視したカトリシズムや実証主義を否定する論理的根拠

を提供しえたことなどから、プロテスタンティズムは革命家にとって頼る

べき存在の一つとなった。この関係は特に教育において顕著で、メソジス

ト信者アンドレス・オスーナや長老派信者モイセス・サエンス、その弟

アーロン・サエンスらが有力革命家たちと親交を結び、革命政府の教育行

政において重用されたことは、別稿にて筆者が明らかにしてきたとおりで

ある (大久保 1996;1999)。

禁酒問題をめぐっても同様の協力関係が見られる。革命家は禁酒が近代

的。道徳的・科学的方策としてメキシコ社会に認知されるよう、禁酒運動

の推進をプロテスタンテイズムに期待したのであったう。一方、プロテス

タンティズムにとって禁酒運動は、革命家との関係を密にし、メキシコ社

会でのステータス向上を図るための重要な戦略となった。こうして双方の

利害は一致したのである。

このように、メキシヨにおいては少数派宗教であるプロテスタンテイズ

ムにとって禁酒運動の推進は重要な意味を持つた。そこで本論では、プロ

テスタンティズムが禁酒運動に没入していく様子を『キリスト教弁護士』

ωι ttbのααο θttιじ
`れ
0)、 『キリスト教世界』けι″ηttο θttιじαm)、

『新しい民主主義』(Lα 助 のαD銘
“““
じα)と いったプロテスタント系

雑誌に毎号のように掲載された禁酒関連の記事から探ることとする。まず

これらの雑誌がどのようなものであったか紹介しておこう。『キリスト教

弁護士』は、1870年代初頭にメキシコでの正式な活動を開始したメソジス

ト教会が、メキシコ会衆向けに1877年に創刊した週刊の会報である。当初
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は教義解説や教勢報告といつた宗教的記事を主に掲載していたが、次第に

禁酒のような社会問題も積極的に取り上げるようになった。メキシコのプ

ロテスタント諸教派の中でもメソジストは特に禁酒運動に熱心であり、

『キリスト教弁護士』はメキシコにおけるプロテスタント禁酒運動の特に

初期の段階を知るのに有用な情報源といえる。

このように社会問題へと関心を深めつつあったのは何もメソジスト教会

だけではなく、会衆派、長老派といった他の教派にも共通して見られる傾

向であった。そこで、これらの教派はメキシコ社会に有効に働きかけるこ

とを目的として、互いに協力し合うようになる。具体的には神学校、出版

社、病院を合同で運営するといった超教派活動に乗り出し、その一環とし

て1919年、メキシコのプロテスタント諸教派は会報の一本化を実現する。

これが『キリスト教世界』(当初週刊、後に月2回発行)であり、同誌の

刊行により『キリスト教弁護士』ほか教派ごとの会報は廃刊となった。以

後、超教派活動が行き詰まりを見せる1929年 まで『キリスト教世界』は刊

行され続けた。この10年間はメキシコ革命の建設期、および米国禁酒法発

効から撤廃までの時代とほぼ重なっており、オスーナ、サエンスらが革命

政府において活躍し、プロテスタンティズムがメキシコの政治や社会の動

向に最も関心を深め、戦略的に禁酒運動を推進した10年間でもあった。

『キリスト教世界』には全国禁酒連盟が公式にその活動を報告・宣伝する

欄も設けられており、メキシコのプロテスタンティズムが禁酒運動を推進

する動機や背景を体系的に知る上で最善の史料といえる。

また、メキシコのプロテスタンティズムは禁酒運動を推進する際、米国

での例を参考にしたが、1920年 にニューヨークで創刊されたスペイン語月

刊誌『新しい民主主義』は重要な情報源であった。この雑誌を主宰した社

会的福音の論者である米国人宣教師サミュエル・ガイ・インマンは、米国

政府が政治的見地からパンアメリカニズムを強力に推進しつつあった時代

状況を巧みに利用し、この政治的パンアメリカニズムを批判・補完するよ

うに、南北アメリカ諸国の宗教的・文化的一体化を求める、いわば宗教
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的・文化的パンアメリカニズムを唱えた。『新しい民主主義』はそれをラ

テンアメリカのプロテスタント信者や、非信者の為政者・知識人に宣伝す

る媒体として機能した。米国で法制化され、ラテンアメリカにも波及しつ

つあった禁酒という理念は、アメリカ諸国を宗教的・文化的に結びつける

具体的紐帯の一つとして同誌において頻繁に取り上げられた。『キリスト

教世界』は『新しい民主主義』と提携関係にあり、その購読を読者に勧め、

互いに記事を転載し合っている。『新しい民主主義』を通して、メキシコ

のプロテスタンティズムは米国やラテンアメリカ各地における禁酒運動の

進展状況や背景、意義を知ることができたのである。F新 しい民主主義』

において展開される議論は米国人宣教師の宗教観 。文化観を南北アメリカ

各地に広めようとするものであって、それをそのままメキシコのプロテス

タンティズムが受け止めたと判断することはできないが、少なくとも禁酒

に関していかなる情報がメキシコのプロテスタンテイズムに伝わっていた

かを探ることは可能であろう0。

これらの史料から、メキシヨのプロテスタンテイズムが単に宗教的動機

によつてだけでなく、禁酒に大きな関心を寄せつつあつた当時のメキシコ

社会に働きかけていく有効な手段として禁酒運動を推進したこと、また、

米国での動きに受動的に追随したのではなく、禁酒が帯同する「米国の近

代性」を積極的に利用しようとしたという「固有の文脈」を本論では解明

していきたい。その前に、まずはプロテスタント禁酒運動の重要な背景を

なす、メキシコにおける禁酒法制定の動向について概観しておこう。

I メキシコにおける禁酒法制定の動向

南北アメリカ諸国政府の代表が集うパンアメリカ会議で初めて禁酒問題

が正式な議題として取り上げられたのは、米国禁酒法の制定後初の開催と

なる1923年の第 5回会議 (会場サンティアゴ)においてであつた。米国一

国の政策的意図が強く反映される傾向にあるパンアメリカ会議において禁

酒が議題として取り上げられたのは、他のアメリカ諸国が禁酒法の「輸
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出」を意図する米国の顔色を窺ったゆえのこととして捉えられよう。しか

し、メキシコのオブレゴンをはじめ、チリのアルトゥーロ・アレサンドリ、

ウルグアイのバルタサル・ブルムらつ、積極的に禁酒を支持、推進するラ

テンアメリカの大統領もいた。実際、すでにラテンアメリカ諸国では禁酒

法が制定されつつあったのである。F新 しい民主主義』はラテンアメリカ

における禁酒法制定の動向を詳細に報じているが、その記事によれば、グ

アテマラでは大統領提案の禁酒法への議会の承認を待っており、コロンビ

アでは上院議員提出の禁酒法案について議論されており、コスタリカでは

公職にある者に禁酒が義務づけられた。また、ブラジルでは祝日の酒類販

売や学校周辺での酒場の開設禁止等を規定した法が制定され、ウルグアイ

では全国禁酒法制定に向けて強力な運動が始まり、アルゼンチンでは禁酒

法案が国会に提出され、ベルーでは週末の酒類販売を禁止し、酒造業が盛

んなチリではすでにいくつかの規制法が出されていた (An6nimo 1921a:

23-24;1921b:24;1923a:11)。

メキシコはというと、1917年発布の革命憲法において「連邦議会および

州議会は飲酒に対処するための法を当然の如く制定する」 (第 117条 )と定

められ、いくつかの州では実際に禁酒法が制定されていった。筆者が確認

した限りでは、1930年代初頭までに一時的にでも何らかの禁酒法が出され

たのは、メキシコ連邦区 (1914、 1916、 1920年 )のほか、ユカタン (1915

年)、 ソノーラ (同 )、 タマウリパス (1921、 1928年 )、 サンルイスポトシ

(1922年 )、 タバスコ (1931年)の 5州 におよぶ。オブレゴンに続く大統

領プルタルコ・エリアス・カイェス (大統領在任1924-28年 )、 エミリ

オ・ポルテス・ヒル (同 1928-30年 )はかつてそれぞれソノーラ、タマウ

リパスの州知事として禁酒法の制定、維持に尽力した人物であつた。デ・

ラ・ウエルタ以降、1920年代メキシヨの大統領はいずれも禁酒法制定に強

い意欲を見せていたのである。

しかし、ラテンアメリカの為政者たちは単に米国流禁酒パンアメリカニ

ズムに追随していたのではない。彼らの日は国内的な必要をも捉えていた。
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メキシコでは民衆統制手段、あるいはしばしば酒の製造・販売により権力

基盤を築いていた各地の大地主やカシーケヘの対抗策として、革命家たち

が禁酒法を用いた。たとえば、タバスコ州で禁酒法を制定した知事 トマ

ス・ガリード・カナバルに関して、ある研究者は次のように述べている。

ガリード・カナバルは、十分な収穫を得るために農民は生産性の高い

アシエンダに拘束されるべきであると考えた。酒に溺れ、死に際して

天に場所を求めようとする農民はその能力に応じた生産を果たすこと

ができない。そこで、彼は自分の広大な領地 (すなわちタバスコ)の

生産性を高めるために、酒と宗教という害悪を除去しようとしたので

ある。(Kirshner 1976:11)

また、オブレゴン政権の公教育大臣ホセ。バスコンセロスは次のように

記している (以下引用文中 [ ]内 は全て引用者)。

竜舌蘭の栽培地域で土地の名や道を尋ねてみるがよい。決まって、背

が低く、どんよりした目の男が出てきて、的外れな答えをもごもごと

言うだろう。その男は朝食にもプルケ [竜舌蘭から製造される廉価の

発酵酒]を飲んでおり、一日中プルケを飲んでいるのだ。 [・・・]革命

は何度もプルケを根絶しようとした。しかし、革命は大地主に勝利す

ることができず、プルケは生産され続けたのである。(Vasconcelos

1924:437)

バスコンセロスからの引用の後半部分にもあるように、禁酒法は大地主

や酒業者の反撃に遭い、多くの場合長くは続かなかった。1915年、ソノー

ラ州暫定知事に任命された4日後に法令第 1号として完全禁酒法を出した

カイェスは、下層役人を巻き込んだ密造密売稼業の横行に倦み、結局禁酒

法を放棄したという (Puente 1994:63-64)。 また、前任者ラフアエル・
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ニエートの禁酒法を引き継いだサンルイスポトシ州知事アウレリオ・マン

リーケは、一時は州内の全ての酒場 。酒造工場を閉鎖したと宣言したもの

の、酒業者を兼ねる大地主と癒着した議会の反発に遭い、1925年 に罷免さ

れた (An6nimo 1924b:320;1925:1108;Osuna 1924a:750-751;1924

b:22-23,32)。

だが、他の多くの革命家にとっては、酒業者と対立するよりは彼らを介

して権力基盤を安定させるほうが現実的な選択肢であった。また、酒税収

入は重要な財源であった。にもかかわらず、上述のように禁酒法という酒

業者との衝突を招く強硬手段に敢えて訴えた革命家も存在したわけだが、

そのような強硬派の多くに共通する思想的背景を見出すことができる。ユ

カタン州知事サルバドル・アルバラド、1920年、連邦区に禁酒法を再公布

したセレスティノ。ガスカはアナルコ・サンディカリスムの組織に属して

いた。マンリーケは全国アグラリスタ党の党員であつた。ガリードはアル

バラドの下で社会主義を学び、タバスコに協同組合主義を導入した人物で

あつた。これらの急進的左派思想を奉じる組織はしばしば禁酒を説いてお

り、その影響の下にあった革命家が知事就任とともに禁酒法制定を目指し

たのである。

このように、急進的左派思想に傾倒した革命家の台頭、および酒業者と

の対立といった背景からメキシコにおける禁酒法制定の動向を説明するこ

とができようが、加えて米国で禁酒法が成立しつつあったことが、この時

代のメキシコで禁酒法が推進される重要な契機となっている。革命を正当

化するために革命家たちは新たな「近代的」理論や実践を求めた。それら

はたとえば、先進的な科学や経済的効率性、高邁な道徳といったものであ

る。この意味で、医学という科学的根拠に基づき、経済的かつ道徳的とも

される禁酒は優れて近代的価値と捉えうるものであった。たとえば、カ

イェスがソノーラ州で出した法令第 1号の前文には次のように記されてい

る。
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民衆が額廃する原因の一つが飲酒であり、これは個人の肉体的消耗、

道徳的堕落を生むだけでなく、経済悪化の主要な原因の一つともなる。

犯罪は飲酒と直接的関係があることはよく知られており、護憲派政府

はその庇護下にある市民を道徳化 し、その向上に努める義務がある。

(Calles 1988:40)

しかし、他にも近代性の象徴は多々ある中で、メキシコの革命家たちが

特に「禁酒」を選び出して推進した理由は何であろうか。それはちょうど

「先進国」米国において、あたかも全世界に訴えかけるように禁酒法が制

定されたからであろう。メキシコにとって米国は近代的先進国であり、そ

の思想や科学はフランス流実証主義に取つて代わるだけの説得力を持って

いた。反面、米国は拡張主義国家としてメキシコ政府にとつては常に警戒

の的であつただけでなく、米国を仮想敵と位置付けることはメキシコ・ナ

ショナリズムの高揚にも効果的であった。そこで、多くの革命家たちは

「米国」を巧みに使い分けた。米国の政治的・軍事的拡張には警戒心を煽

る一方で、米国の近代性を称賛したのである。

とはいえ、禁酒が帯同する「近代性」や「米国性」を社会が認知してい

なければ、革命家にとって禁酒を唱える効果は薄い。米国では禁酒法が成

立する以前にすでに宗教や道徳、医学を根拠にした運動が大きな広がりを

見せていた。これに対し、メキシコでは禁酒法制定が先行し、法を支持す

る社会的基盤や世論の形成は遅れがちであつた。そこで、禁酒を推進する

革命家たちは、禁酒とは何か、近代社会にふさわしい道徳や科学とは何か

を明瞭化し、社会に知らしめるための禁酒運動の必要性を感じるようにな

る。実際、メキシコの禁酒法は十分な社会運動の後押しがないままに、酒

業者の反撃によって撤廃に追い込まれていくのである0。 そこで、革命家

たちは禁酒運動を庇護するようになるが、革命の傾1に立ち、組織的かつ

大々的に禁酒運動を展開しえた集団は、先述のアナルコ・サンデイカリス

ムなどの影響下にある労働者組織とプロテスタンティズム程度しか見当た
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らない9。

この二者のうち、米国での禁酒法制定に功があつたという実績と、学校

や病院といった具体的な禁酒宣伝の場を有している点で、労働者組織より

もプロテスタンティズムのほうが革命家の信頼、期待を集めうる存在で

あった。そのことは、米国やメキシコでの学校経営に実績のあるプロテス

タンティズムに革命政府が教育体制の整備を一部託したことと同様である。

ただし、革命家たちはプロテスタンティズムの宗教活動の発展は必ずしも

望んでおらず、あくまでも教育や禁酒といった世俗的作業への専念を求め

ていた。プロテスタンティズムもこの役割を甘受しながら、禁酒法の道徳

的・科学的根拠を明らかにする禁酒運動を推進していく。そのことにより、

革命家に取り入ってメキシヨ社会でのステータス上昇を図り、メキシコ革

命が推進する社会建設の作業に加わり、結果として宗教集団としての影響

力を拡大しようとしたのである。

I プロテスタント禁酒運動の開始
『新しい民主主義』の主宰者インマンは同誌において、メキシコ革命の

ような「政治的革命」の後には「社会的革命」が続くとし、それは特に労

働、女性、禁酒、教育に関してなされると述べている (Irlman 1923a:11;

1923b:31)。 これらは米国社会的福音の四大関心事と言えようが、メキシ

コのプロテスタンティズムはこれらの全てに同程度に熱心であったわけで

はない。彼らの関心の度合いが高かった順に並べれば、第一に教育、第二

に禁酒、さらに女性、労働となる。メキシコ社会にプロテスタンティズム

が働きかけていく際、より有効な戦略となりえた順である。労働者の組織

化をめぐっては国家、左派組織、カトリック教会が激しく対立しており、

プロテスタンティズムが害Jって入るには危険が大きかった。女性問題に関

しては、革命期にはメキシコにも複数の女性組織が成立し、離婚法の成立

といつた具体的成果もあり、Fキ リスト教世界』にも女性運動を支持する

記事が時折見受けられるが、かといって、プロテスタンティズムにとって
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効果的な戦略となるほどには、当時のメキシコ社会において女性運動は大

きな広がりを見せてはいなかった。これに対して、教育は伝統的にプロテ

スタンテイズムが得意とする分野であり、オスーナ、サエンスらが教育行

政の高官に任命されてもいた。プロテスタンテイズムにとつて教育はメキ

シコ社会で最も活躍しうる場であつた。

禁酒に関してはどうであつたか。聖書には酪酎を戒める箇所が多数あり、

その意味で禁酒はキリスト教の普遍的原理であるといえる。また、「プロ

テスタント国」米国での禁酒法制定はメキシコのプロテスタンテイズムを

禁酒運動に向かわせる契機となったであろう。だが、それ以上に、複数の

有力革命家が禁酒に関心を示したがゆえに、禁酒運動を通して革命家の歓

心を買う戦略にプロテスタンテイズムは向かったのである。

メキシコにおける禁酒運動の始まりは1883年の会衆派の活動であったと

も、1897年の米国婦人キリスト教禁酒同盟代表のメキシコ入りであつたと

もされるが (An6nimo 1922b:314;Velasco 1921a:387)、 このようなプロ

テスタント系組織による初期の禁酒運動は信者間の信仰実践として行われ

ていた側面が強い。しかし、次第にメキシコのプロテスタンティズムは社

会に働きかけるための手段として禁酒運動を用いるようになる。その様子

を『キリスト教弁護士』1909年のいくつかの記事に読み取ることができる。

たとえば、プロテスタント禁酒運動の指導者の一人でメソジスト牧師のエ

ピグメニオ・ベラスコは、同年に開催されたメキシコのプロテスタント諸

教派による会議の席上、次のように演説している。

私は諸君に飲酒と戦う緊急の必要性について説こうとは思わない。メ

キシコがイエス・キリストのものとなる日を熱心に待ち望み、遠方か

らここに集まったキリスト者の会議で、そのようなことを話すのは意

味がない。メキシコ民衆に神の国を広めることを妨げる最悪の敵を前

にして、十字架の兵士は無関心ではいられない。 [・・・]諸君らはプロ

テスタントであるのだから、すでに飲酒を憎悪していることはよく
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知っている。 [・・・]諸君と私に必要なことは、今日それと戦うための

最も有効な手段を知ることである。 (Velasco 1909:454)

その有効な手段としてベラスコは、全国規模の禁酒組識を創設すべきと

説き、その理由を二点挙げている。

今日までメキシコでプロテスタントが禁酒に関してなしてきたことは

実際非常に少ない。 [・・・]数点の記事を書き、年に何度か説教をし、

日曜学校で年に四回ほど教え、数回の会議や講演を催しているだけだ。

[…]こ の大きな災厄を倒すにはほとんど何の意味 もなさない。

[…]しかし、我々の努力を結集してその内臓をえぐり、メキシコの

プロテスタント全体の一致した行為として攻撃を加えていたなら、そ

れに大きな打撃を与えることができていただろう。 [・・・]第二の理由

は以下の点である。今日この悪に対して何か効果的なことができる唯

一の力である政府に影響をおよぼすため、禁酒の全国組織の形成が急

がれる。 [・・・]た だ政府だけが法の制定によって諸原理の実現化に何

らかのことを果たしてきたことを忘れてはならない。 (Velasc0 1909:

454)

プロテスタント超教派の一致した協力、政府への接近は、20世紀初頭に

おけるメキシヨのプロテスタンティズム全体の戦略として追求されていく

が、禁酒運動にはまさにそれらの戦略が顕著に反映されていく。

そしてもちろん、禁酒運動自体がメキシコ社会におけるプロテスタン

テイズムの影響力拡大を目指した戦略であった。ベラスコは続けている。

今日まで我々の叫び声のほとんどは空しく響くだけであった。誰もそ

れに重要性を見出さなかった。しかし、100や 200も の禁酒組織が最高

政府に何千という署名とともに請願書を出せば、このようにはならな
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いだろう。 [・・・]国民の敵と戦う運動にプロテスタンティズムが深く

関わつていることを見て、政府や民衆全体が同情してくれれば、プロ

テスタンテイズムにとっていかほどの恩恵があるか想像してみるがよ

い。 (Velasc0 1909:455)

こうして1909年、ベラスコを中心として全国禁酒連盟執行部が組織され

たが、革命の勃発により実際に連盟が発足することなく、プロテスタン

ティズムによる禁酒運動は中断を余儀なくされる。

しかし、やがてオブレゴン、カイェスらの勝利が明らかとなり、「ユカ

タン、ハリスコ10、 ソノーラの革命家たちが酪酎という悪に対処する政策

を始めたとき、メキシヨのプロテスタントは全員、革命を称賛するさらに

強い動機を持つたのである」(Velasco 1916:524)。 こうしてプロテスタン

ティズムは革命支持の態度を鮮明にするとともに、実際に州レベルで制定

されるようになった禁酒法に呼応して積極的な禁酒運動を再開する。それ

を象徴するのが1919年 1月 に始まった全国禁酒連盟の活動である。事務局

長にベラスコ、執行部理事にはサエンスの名も見ることができる。プロテ

スタント諸教派による全国禁酒連盟の発足は、この時代のプロテスタント

合同神学校や合同出版社11)の設立など、一連の超教派活動の流れにおいて

なされたものであった。すなわち、プロテスタンティズムにとって禁酒運

動は、メキシコの社会、政治に影響力をおよぼしていくために諸教派の力

をまとめる求心的運動の一つとして機能したのである。

Ⅲ 全国禁酒連盟の戦略
プロテスタンテイズムが展開した禁酒運動は、もちろん禁酒精神を広め

ることを目的とし、禁酒コンサートの開催やバンフレットの配布、公立学

校での宣伝などを行つたが、革命家に取り入り、プロテスタンテイズムの

活動を正当化するなどを目指した戦略でもあった。そこで、全国禁酒連盟

の活動に見られる戦略を見ていこう。
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1 世俗性を装う

1920年、全国禁酒連盟が主催したメキシヨで初の禁酒会議において、事

務局長ベラスコは禁酒運動に世俗性を装わせる戦略を打ち出している。

成立したばかりの全国禁酒連盟は、プロテスタント系組織が主にその

指導権を握ってはいたが、創設当初からまさに配慮していたことは、

国のあらゆる社会領域に運動を広めるために、純粋に世俗的な性格を

禁酒運動に付与することであった。(Velasc0 1920c:488)

このような戦略は何も禁酒運動に限ったことではない。そのことは、プ

ロテスタンティズムが社会へと働きかけていくための制度や組織に、一見

して宗教のものであるとは判別できない「俗名」を付けている点からも窺

える。全国禁酒連盟、合同出版社といった組織名、『新しい民主主義』と

いう雑誌名はまさにそれである。対して、プロテスタント合同神学校や

『キリスト教世界』は信者向けであり、世俗性を装う必要はなかった。た

だし、全国禁酒連盟は明らかに宗教的な名称の『キリスト教世界』を主な

宣伝の場としたが、これにはやむをえない事情があつた。

我々にはプロテスタントではない人々に宣伝していく雑誌がない。

[…]金銭的な欠乏のために、我々は状況が良くなるのを待つことを

諦め、メキシコのプロテスタンティズムの会報であり、何の制約もな

く我々にコラムを提供してくれる唯一の雑誌『キリスト教世界』の誌

面を使うことにした。(Velasco 1920c:488)

こうして『キリスト教世界』は全国禁酒連盟の機関誌をも兼ね、『キリ

スト教弁護士』から継承された「禁酒の頁」(Pttina de temperanch)と

いった項において禁酒に関わる様々な記事を掲載していく。
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2 為政者への接近
ベラスコが全国禁酒連盟設立の目的の一つとして為政者への接近を挙げ

たことは前述したが、プロテスタンティズムの指導者たちはすでに1914年

に禁酒法を制定した連邦区知事アルフレド・ロブレス・ドミングスと面会

し、禁酒法を撤回しないようにとの嘆願書を提出している。全国禁酒連盟

発足後はさらに体系的働きかけが採られ、1921年 には全州知事に宛てて州

内での禁酒運動への支援を求める書状を送った。さらに、1929年 には禁酒

キャンペーンを始めた大統領ポルテス・ヒルに祝辞を送つている。これに

対し、ロブレスは「祖国の将来にとってこれほどまでに重要な問題につい

て、プロテスタントが明確に断固たる態度を取っていることを喜び」 (Ve¨

lasco 1914:591)、 知事への呼びかけに対 しては12の州から好意的な回答

を受け取 り (Velasco 1921b:5)、 ポルテス・ヒルからは謝辞が送られた

(Portes G■ 1929:232)。 この他にも、ベラスコは全国禁酒連盟事務局長

に就任した直後、連邦区知事ガスカ、暫定大統領デ・ラ・ウエルタ、戦争

大臣カイェス、大統領就任直前のオブレゴンらと精力的に接触し、彼らの

支援を取り付けている (Velasco 1920b:365)。

3 カトリシズム攻撃
メキシコのプロテスタンティズムにとって最大の競合相手はカトリシズ

ムであったが、禁酒はカトリシズムを攻撃するにも有効な手段となった。

革命家たちはカトリシズムを非難する際にしばしば飲酒問題に言及した2)。

カトリシズムは祝祭などにおいて人々を酪酎させ、堕落させるというのだ。

当時のメキシコにおいて宗教といえばカトリシズムのことであり、カトリ

シズムと酒との連想は宗教全般が人間を堕落させるという発想へと至った。

そこで、タバスコ州知事ガリードのように、飲酒による堕落を理由の一つ

として、カトリシズムをはじめとする宗教を徹底的に排撃しようとする者

も現れた。メキシコにおけるこのような宗教イメージを払拭するため、宗

教は人間を堕落させるものではなく道徳的向上や社会改革を導くものだと

プロテスタンテイズムは訴えた。その際、プロテスタンティズムはカトリ
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シズムを「狂信」と位置づけ、飲酒に代表されるその「非合理な」要素を

批判することで、逆に禁酒の道徳性や科学性、禁酒を推進する宗教の「近

代性」を強調した。

たとえば、多くの酒場に聖母像、礫刑像、聖人像が収められた祭壇があ

ることや、酒場や酒造工場の開設を神父が祝福することなどを挙げ19、 カ

トリック神父が宗教の堕落や呪術化を積極的に推進していると説いた。

もう一つ背筋が凍ることは、多くの神父がバッカスの祭儀を行つてい

ることだ。 [・・・]具体的な地名は言えないが、ある村ではぶどう酒の

代わりに火  酒で頻繁に儀式が行われている。 [・・・]神父がキリス

ト教の名の下に民衆の信仰になしていることを考えると恐ろしい。

(Yohudtecuhth 1922:839-840)

そして、飲酒を促すカトリシズムを「狂信」、「偶像崇拝」といつた言葉

で攻撃し、その「呪術性」、「非合理性」を強調しようとする。

ローマ信徒もいずれ偶像崇拝から解き放たれ、聖職者が祭日を増やす

のは人々に快楽、享楽、悪徳を提供するがためであることを理解する

ときが来るだろう。その悪徳とは、人々を破廉恥な偶像崇拝や狂信に

陥れるものである。 (Garcね 1923a:89)

これに対し、プロテスタンティズムについては「宗教的信仰により、常

に変わらず全ての社会的 。道徳的改革運動とともにおり、もちろん、禁酒

運動の側にいる」 (An6nimo 1926:308)と し、自らの道徳性や近代性を強

調した。この点は以下に述べる米国文化としての禁酒の強調や、道徳性、

科学性の強調ともつながっていく。

4 米国文化としての禁酒の強調

共通の宗教 。文化によるアメリカ諸国の一体化を唱道したインマンら米
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国人宣教師は、プロテスタンティズムが推進し、憲法修正条項という形で

具現化した米国における禁酒の精神を、アメリカー体化の文化的原理の一

つとして、他のアメリカ諸国に輸出、宣伝しようとした。よって、『新 し

い民主主義』にはこのような視点に立つ記事が多数見られる。

カナダからパタゴニアに至るアメリカ大陸が飲酒問題について非常に

真摯な関心を抱いているのは事実である。我々が信じているようにア

メリカは前途ある大陸であるからには、この重要な問題において示さ

れる模範は人類全体に大きな影響をおよぼすに違いない。 [・・・]米国

が酒という魔王を断罪し、法によって葬ったとき、全世界はそれほど

までに果敢で偉大で急進的な方策が採られたことに驚いた。 [・・・]酒

という王に対する闘いが次第に明瞭になされるようになり、勝利に近

づきつつある地がラテンアメリカである。ラテンアメリカにおいて酒

に対する闘いがより明確に進展するにつれ、大陸の連帯と友愛をもた

らす緊密な関係を築きながらより良い結果をもたらす注目すべき現象

が、僅かながらも現在生じてきている。 [・・・]禁酒問題ほど今日全て

のラテンアメリカ諸国で広く議論されている問題はないと言えよう。

(An6nimo 1921a:22-2⇒

このような禁酒パンアメリカニズムにメキシコのプロテスタンティズム

も呼応する。『キリスト教世界』には次のような記述が見られる。

米国の政治的独立が他のアメリカ植民地の模範となって影響を与え、

それらも独立を宣言したように、酪酎のくびきからの独立宣言も、

我々の大陸で続いて起きゆくことの先駆けとなることを願う。

(An6nimo 1919b:57)

米国は人類の最 も恐ろ しい敵である酒 との戦いに勝利 した。 [・・・]こ
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の勝利の前例は、南の地にも光を放つ。 (H.P.1921:436-437)

だが、政治的なものであれ文化的なものであれ、パンアメリカニズムと

は米国で作り出された諸価値の強制ではないかとの警戒心がラテンアメリ

カにおいては生じがちである。他方、ラテンアメリカにおいても米国近代

文化の体現者、紹介者として振る舞うことが有利な場合もある。そこで、

メキシコのプロテスタンテイズムは米国のどの点を非難し、どの点を称揚

するか、慎重な取捨選択を行った。「我々は干渉主義を決して容認しない

が、公平に考えて何らかの有益な示唆や教えを我々に提供してくれるもの

が米国人にはあることを見逃してはならない」(Velasc0 1919:252)と い

うベラスコの言葉は、まさにそのような態度の現れである。そして、米国

での禁酒法制定を肯定的に捉える革命家がメキシコに現れ、実際に州レベ

ルで禁酒法が制定されるようになると、メキシコのプロテスタンティズム

は禁酒を米国が獲得した称賛すべき美点として選択する。たとえば、『キ

リスト教世界』のある記事は、死亡、病気、犯罪率の減少、貯蓄額や税収

入の増加、教育機会の拡大などを米国禁酒法の成果として説いた上で、

「これらの成果は全て、酒に冒されていない勤勉な国においてのみ達成さ

れてきた」(An6nimo 1924a:159)と 述べ、理想化された米国と禁酒とを

結び付ける。

さらに、法制定に至る米国の禁酒運動で呆たされたプロテスタンティズ

ムの大きな役割を強調 し、同様の役割をメキシコのプロテスタンティズム

も果たしうることを唱える。メソジスト牧師レオポルド・ガルシーアは

1923年、『キリスト教世界』に連載した記事「メキシコの飲酒問題」にお

いて次のように述べている。

不幸なことに、メキシコ人の全てがプロテスタントであるわけではな

く、我々の政治的。社会的状況を考えると [飲酒問題は]す ぐには解

決しそうにない。時宜を得て禁酒を宣言した米国を自明の例として語
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る者もいる。だが、広大な米国において禁酒が達成されるまでには、

世論を喚起する困難で激 しい運動が展開されていたことを忘れている。

その運動は主にプロテスタント教会が決然とした態度で行ってきたも

のである。運動は徐々にではあるが決して後退することなく進展する

ことを、この経験は我々に教えているはずだ。(Garcね 1923c:134)

また、メキシコのプロテスタンティズムは単に言説の上で禁酒と米国と

を結び付けようとしていたのではなく、米国で開催される禁酒会議にベラ

スコ、オスーナらが出席しており、米国禁酒組織との実際的関係をも深め

ている14)。

5 道徳性、科学性の強調

宗教集団としてのプロテスタンティズムはもちろん宗教的原理に基いた

立場からも禁酒を正当化している。『キリス ト教世界』の記事は「酒は人

をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ者とする、これに迷わされる者は

無知である」 (歳言20:1)、「酒に酔う者 […]は、いずれも神の国をつ

ぐことはない」19(第一コリント6:10)と いった聖書の一節を盛んに引

用する (Menad。 1920:80;Yohualtecuhth 1922:839)。 さらに、「我々は宗

教的信仰に基いて、常に変わらずあらゆる道徳的、社会的改革運動ととも

におり、もちろん酒に対する戦いにおいて我々は本領を発揮している」

(An6nimo 1926:308)、 「科学と人間的経験とは、聖書に従つて酒類を無

用で危険なものとして糾弾する」(Garcfa 1923c:134)と して、道徳や科

学に依拠した禁酒運動の背後に宗教的動機があることを強調している。

しかし、宗教的根拠よりも道徳、科学といった世俗的根拠を前面に押し

出した戦略が追求されたのである。それはまさに革命家の求めるところで

もあった10。 革命政府が新しい社会の建設を声高に唱えたこの時代、プロ

テスタンティズムも道徳や科学を通してその作業に寄与しうる存在として

自らをアピールした。

社会的福音の影響下でプロテスタンティズムは個人的信仰の重視から社
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会的行為や道徳の強調へと態度を移行させつつあったが、メキシコでの禁

酒運動においてもそれらの点を重要な根拠として掲げていった。たとえば、

ガルシーアは次のような問題提起をしている。

法律至上主義者たちは、[飲酒が]単に法的技術上の問題であると信

じ込ませようとし、本質的に高度に倫理的問題であることを知らない

振 りをしている。道徳的問題が排除されれば法的規定も損われる。法

は単に理性的問題ではなく、同時に優れて道徳的な問題でもある。

(Garch 1923a:88)

宗教集団が道徳を強調するのは珍しいことではない。1906年、『キリス

ト教弁護士』の記事においてすでにベラスコは、「肉体的、知的、道徳的

に個人を堕落させる酒類の破壊的作用を無視できようか」(Velasco 1906:

115)と述べている。ただし、ベラスコのこの主張はまだ個人的道徳の次

元にとどまっており、その後メキシコのプロテスタンテイズムがイ国人的道

徳から社会的倫理へと強調点を移したことをむしろ重要な変化と捉えるベ

きだろう。1924年 には『キリスト教世界』に「社会的倫理に照らしての経

済活動の自由と飲酒問題」と題した記事が連載される。

各人に本来備わつている能力の向上、洗練された高貴で道徳的な人格

の発展は全ての個人にとつて最も重要な目的である。しかし、我々の

個人的能力の完成とともに、人間は全体の成員であり、社会の命運に

密接に関連していることを認識する必要がある。 [・・・]こ れが社会的

倫理の視′点である。(Strehler 1924a:923)

この記事の執筆者は個人から社会への視点の移行を説き、そのことは

「200年前のラクダの乗り手よりも速度の速い蒸気機関車の運転手のほう

が確かにより大きな責任感と慎重さが必要とされる」ように、「新しい状
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況には新しい道徳的要求がなされる」(Strehler 1924b:998)と 説明し、

時代の推移とともに必然的に生じた変化と捉える。これを踏まえ、

近代禁酒運動は中毒症状を根絶するために始められたが、時とともに

我々は社会的倫理の視点から飲酒問題を考えるようになった。酔漢は

単に堕落した人間であり、いかんともし難い弱さや知能的低さのため

にその悪癖が身についてしまったと我々は考えていた。 [・・・]飲酒問

題は家族、社会、共同体、国民において酒類を自由に飲むことができ

る習慣と密接な関係がある。(Strehler 1924b:998)

と主張する。こうして飲酒は個人から家族、社会、国民の問題へと発展す

る。このような道徳的議論を通して、プロテスタンテイズムは新生メキシ

コ社会建設への参加の意思表示をすることができたのである。

科学への訴えかけも同様に戦略的である。米国のプロテスタンティズム

は、特に社会的福音の影響下で、社会や道徳の問題に直面した際の解決手

段として社会学や教育学を用いたが、禁酒問題に関してはあらゆる分野の

科学を総動員した。F新 しい民主主義』には次のような一節がある。

節酒や禁酒法を支持する者が説くことは、時に誇張や狂信に陥ってき

た。[…]事実と結果に基いた科学がこの問題の正体を解明できるよ

う、偏見や誤つた理解を抑えなければならない。 [・・・]ゆ えに、我々

は禁酒問題を道徳的・宗教的規律に依拠して議論しようとはしない。

だからといって、道徳や宗教に訴えかけようとする禁酒の推進者を非

難するわけではない。道徳と宗教は我々にとって、障害を取り除き、

進歩と向上をもたらすより建設的で輝かしい見方へと人々を向ける便

利な梃子である。だが、この問題の道徳的・宗教的側面には触れず、

生理学、経済学、社会学に依拠することにより、確固とした基盤の上

にその問題を置くことができると我々は考える。(An6nimo 1923b:
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28)

ここには、宗教や道徳にのみ依拠するのではなく、科学にも立脚した禁

酒運動を進めようとする態度が米国のプロテスタンティズムに生じていた

ことを読み取ることができる。これを受けて、メキシコのプロテスタン

ティズムも禁酒を正当化する根拠として医学、栄養学、社会学、経済学な

どを動員する。『キリスト教世界』には次のような記述が見られる。

酒を摂取すると、日腔の粘膜は焼かれ、食道は腫れ、胃は潰瘍を起こ

す。(Me■ad0 1920:80)

酒類は滋養源であると考える者がいるが、それらの飲料のいくつかに

実際に含まれる栄養は非常に少ないことを科学は示している。(How_

land 1920:220)

酒造業に携わる資本家たちは [彼 らが納税することにより]財政上の

問題が解決すると考えているが、消費者の家計がどうなるかを考慮し

ていない。しかし、社会学者はこれほど重要な問題を看過することは

できないし、するべきではない。(Garch 1923b:121)

我々が米国の新聞で見た最も衝撃的な記事の中に、イェール大学の著

名な経済学者フイッシャー教授のものがある。彼は上院司法委員会で

の証言で、禁酒法はエネルギー、賃金、産業収入の増加という形で

年々国の富を増してきたと述べた。(An6nimo 1926:308)

米国においても禁酒法制定に先行して科学的根拠が鼓吹されたが、メキ

シコのプロテスタンティズムもその必要性を認識し、諸科学を動員した禁

酒の正当化に努めたのである。
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このような禁酒運動における道徳や科学の強調を通してプロテスタン

ティズムの関心は個人、社会から国民へと至る。ガルシーアは「メキシコ

の飲酒問題」において次のように述べている。

近代において正義に関して考えるとき、個人や階級の利益を社会全体

の利益の上に置くことはできない。個人の利益は社会全体の利益の枠

内においてのみ不可侵なのである。それぞれ自立した組織を持つ点で

は自由であるが、契約によつて互いに結ばれた集団の連合体と考えら

れる社会は、こうして国民を形成する。国民は我々の時代の政治概念

においては必然的な存在である。普遍的な祖国とはただ一つの家族が

住むものであるとtよ うやく理解されるようになつてきた
1つ。(Gar―

cia 1923a:89)

道徳、科学の強調は社会的福音に特徴的な要素でもあったが、これがメ

キシコ国民の形成を目指して強力なナシヨナリズムを打ち出したメキシコ

革命の方向性に合わせようとするメキシコ・プロテスタンテイズム固有の

戦略とも符合していつた過程が、禁酒運動を通して鮮明に浮かび上がって

くる。

しかし、国民に関する以上のようなプロテスタンテイズムの議論は非常

に抽象的であり、あるいは「普遍的な祖国」という言葉には「地上におけ

る神の国」といつたキリスト教的発想が込められており、そのことが最終

的には、「混血」のような具体的かつ世俗的なメキシコ人像を描こうとす

る官製ナシヨナリズムと歩調を合わせられない一因となる。また、プロテ

スタンテイズムを積極的に庇護したカイェスらが政治の一線から退くとと

もにプロテスタンテイズムが活躍する政治的空間も狭められ、さらにはプ

ロテスタント諸教派間の協力運動も行き詰まり、1930年代に入るとプロテ

スタンテイズムは急速にナシヨナリズムや政治活動への関心を失っていく。

時を同じくして1933年 に米国禁酒法が撤廃され、メキシコのプロテスタン
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ティズムによる戦略的禁酒運動の時代も幕を閉じるのである。

おわりに

以上、メキシコのプロテスタンティズムが革命期メキシコ社会における

影響力拡大を目的として禁酒運動を推進する経緯を明らかにしてきたが、

メキシヨ禁酒史研究としては残された課題が多い。本論では背景として言

及するにとどまった、革命家による禁酒法制定の動向や、アナルコ・サン

デイカリスムなどプロテスタンティズム以外の集団による禁酒運動の詳細

をより明らかにする必要があろう。また、革命前後の時代におけるメキシ

ヨでの禁酒運動のあり方を探らなければ、本論で取り上げた革命期におけ

る禁酒運動の位置付けは十分になされえない。さらに、メキシコ以外のラ

テンアメリカ諸国ではいかなる動機、背景で禁酒運動が推進されたのであ

ろうか。本論はメキシコ禁酒史研究としては第一歩を踏み出したものでし

かない。

その一方で、本論はメキシコ禁酒運動の先導役を果たしたプロテスタン

ティズムの真意を明らかにした。プロテスタンティズムにしても、禁酒に

しても、これまでのラテンアメリカ研究においてはともすると「米国のも

の」として看過され、単純化されて捉えられてきた。本論ではこのような

「米国のもの」がラテンアメリカ史においていかなる役割を果たしてきた

か、その一例を解明することができたと考える。

注

1)内務省次官が明らかにした法制定の理由は、メキシコに入国する米国人の
99パーセントが飲酒を目的としており、それゆえ米国社会でのメキシコに対

するイメージが悪化 しているので、そのイメージを払拭するためであるとい

う (An6nimo 1922a:62)。

2)米国では全国禁酒法に先行して州単位での禁酒法が制定されていったが、
1910年までに禁酒法を制定した州は8州 にとどまっていたのに対し、その後
の10年間で新たに25州 とワシントンDC、 アラスカ準州において禁酒法が制定
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された。メキシコが革命の動舌L期 にあつた1910年代、米国では続々と州単位

での禁酒法が成立していた。

3)た とえば、1874年に成立し、19世紀末の米国禁酒運動の高揚に寄与 した婦
人キリス ト教禁酒同盟 (Woman's Christian Temperance Union)はプロテスタ

ント女性による組織であつたし、米国禁酒法成立の社会的原動力となった米

国反酒場連盟 (Anti―Saloon League of Ame五ca)が 1895年に結成される際にも

プロテスタント諸組織は積極的役割を果たした。

4)国勢調査によれば、メキシコ全人口におけるプロテスタント信者が占める

割合は、1910年 に0。 45パ ーセ ン ト、1921年 に0.51パ ーセン トとなつている

(Departarnento de la Estadistica Naciona1 1928:203)。

5)特 にチワワ州知事イグナシオ・エンリケスはプロテスタント禁酒運動を庇
護 した。同州では1921年、州禁酒法制定の是非を問う住民投票が実施 され、

これに向けてプロテスタンティズムは精力的な運動を展開したが、法制定に

は至らなかった (R.Marthez 1921:386,404;Velasco 1921a:398)。

6) 『キリスト教世界』、『新しい民主主義』の詳細についてはそれぞれ、大久
保 1998;2002を 参照。

7)第 5回バンアメリカ会議を主催したチリの大統領アレサンドリは、米国を
モデルにした禁酒法をラテンアメリカで最も熱心に推奨する大統領として、

しばし|ゴ『新しい民主主義』誌上で称賛されている (An6nimo 1921b;1923a)。

また、ブルムは米国訪間の際、禁酒運動家と会談して感化を受け、ウルグア

イにおける禁酒法制定に向けて、独立記念日 (4月 19日 )を 国民の禁酒日と

定めるなどしたという (Stelzle 1921:392)。

8)後述するベラスコは「禁酒法を制定した州では世論の支援がなく、知事が
代われば禁酒法は撤廃された」と記している (Velasco 1921a:398)。

9)当初、プロテスタンティズムはメキシコで禁酒運動を組織的に推進する集
団が他にないことを嘆いていたが (Velasco 1920a:710;An6nimo 1923c:595)、

政府系有力労働者組織であるメキシコ労働者地域連合 (Confederaci6n Re―

giOna1 0brera Me対 cana)が1924年の大会において禁酒推進の決議文を出すと、

それを称賛した。その決議文には全国禁酒連盟代表も署名した (An6nimo

1924c:1182-1183)。 その後、両者はサンルイスポトシ州の禁酒法維持のため

に共闘した (An6nimo 1925:1107-1108)。 なお、革命動舌し期メキシコの各地

においてプロテスタンテイズムと急進左派組織との共闘が見られたが、この

点はバステイアンの研究に詳しい。禁酒に関しては、アナルコ・サンデイカ

リスムが理想像として掲げる酒を飲まない労働者像と、メソジストが理想と

する人間像とに通じ合うものがあったという (Bastian 1989:239)。

10)ハ リスコ州における禁酒法制定の動きについては筆者は未確認である。
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11)合同出版社 (Casa Unida de Pubhcaciones)は ラテンアメリカのプロテスタ
ント諸教派の協力を目指して、アルゼンチンのラ・アウロラ社 (Edito五 al“La

Aurora")と ともに、1920年代初頭、メキシコ市に設立された超教派の出版社
で、現在も出版活動を続けている。

12)た とえば、1917年憲法制定議会において反宗教的条項を支持した急進派は
カトリック聖職者を「飲んだくれ」と非難したという (Quirk 1973:91)。
13)顕著な例として、オリサーバ 。ビール会社の新工場をベラクルス大司教が
祝福 したことが指摘されている (E,Marthez 1921:413)。

14)ベ ラスコは1919年、オスーナは1924年 に、いずれもワシントンで開かれた
米国反酒場連盟の会議に出席 している。特にベラスコは、12か 国からなる国

際禁酒同盟の結成にメキシコ代表として署名 している (An6nimo 1919a:21)。

また、ベラスコ、オスーナとも『新しい民主主義』に一度ずつ記事を載せて
いるが、いずれも禁酒に関連する内容である (Velasco 1920d;Osuna 1924b)。

15)聖書からの引用はいずれも口語訳聖書 (日本聖書協会 1992)に拠った。
16)オ ブレゴン政権内務省次官が禁酒法は科学的根拠に基いているとし、さら
にカイェスが禁酒法は人々の道徳化にも必要なことだと述べたとする新聞記

事を『キリスト教世界』は転載している (An6nimo 1922a:62,70)。

17)同様の主張がより具体的に現れている例として、1923年にベラスコの後を
継いで全国禁酒連盟の事務局長となり、特に公立学校での禁酒教育に尽力し

たオスーナの1929年の著書『飲酒一初等学校教師および中等学校学生のため

の禁酒教育の手引書』(Osuna 1929)を 挙げることができる。その具体的内容
はすでに別稿 (大久保 1999:72-74)に おいて紹介した。
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